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“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

本・カフェ 大 洋 堂 書 店
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ニノハシ生活彩館

司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

小金井市東町2-24-17

電話:0422-32-5071

就労継続支援Ｂ型

希望の家

ＮＰＯ法人福祉会
希望の家
障がい者 総合支援法

あ な た の 街 の 便 利 屋 さ ん
有限会社ブライト
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外来診療☎042- 386-3757
健康 診 断 ・ 人間 ド ッ ク あ り
月～土曜8:30～17:30(日祝休診）

小金井市観光まちお

こし協会からテイクア

ウトを実施している店

舗を掲載した『おうち

でおいしく小金井ごは

ん』（写真右）が発行

された。デリバリーを

行っている店もある。

自宅や会社などで市内

の飲食店の味を楽しみ

つつお店を応援したい。

「おうちで小金井ごはんを」

６月30日に開業した武蔵小金井シティ

クロスの複合型商業施設「ソコラ」が

連日賑わいを見せているが、「ソコラ」

入り口前の広場と武蔵小金井駅側のフェ

スティバルコート（広場）の間を通る

道路（ふれあい通り）で、横断歩道で

はない場所を渡る人が多くなっている。

２つの広場を結ぶ 短距離に横断歩道

などがないためだ。

小金井市は、「市民からの問い合わ

せも来ている。イトーヨーカドー前と

小金井街道との交差点に横断歩道がす

でにあり離隔などの問題から新規の横

断歩道設置は難しい。ふれあい通りの

通過車両の速度抑止の強化、自動車の

駐停車をなくすなどの対策が必要と考

えている」と話している。万が一に備

えた対応を望みたい。

ふれあい通り 横断注意！

思い出作りのお手伝い デジタルプリント、ＤＰＥ

（有）フォトリバース

小金井市東町４-３７-２２ ☎ 042-381-4874

株 式 会 社
星 野 商 店

新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に

〒190-0012
東京都立川市曙町2-25-9
グランデパッショーネ１F
電話 （042）524-2422
ＦＡＸ（042）524-2434
E-mail:hoshino@twatwa.ne.jp

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

東京都江東区南砂 5－15－11
ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

松本寝具株式会社

◎市事業継続支援給付金の申請期限延長
給付額:１対象物件当たり20万円/申請期限
:9月30日(当日消印有効)/申請書を市ホー
ムページより取得。必要事項を記入し原則
郵送で市経済課産業振興係042-387-9831へ

◎『新しい政権で日本再生! 立憲民主 号
外 東京18区版』「特集 衆議院議員/第94
代内閣総理大臣 菅直人さんに聞く」(8月7
日)/発行:立憲民主編集部/問0422-55-5500
(立憲民主党東京都第18区総支部)
◎『みらいのこがねい市政報告 会派ニュー
ス』「『コロナ危機から市民生活を守る』
来年度予算要望書を早くも提出」他(8月5
日)/発行:みらいのこがねい(鈴木成夫･村山
秀貴･岸田正義･沖浦厚市議)/問042-406-1305
◎『坂井えつ子のつながる小金井通信 Vol.
51』「13億円のコロナ対策予算を可決」
「はけと野川を壊す道路計画について、東
京都に意見書を提出」他(8月8日)/発行:緑・
つながる小金井/問090-1796-7652

議員発行物

小金井インフォメーション

20店舗を掲載。JR駅

スタンドなどで配布

ふれあい通りを横断する人。片側１車線だが車
やバイクが頻繁に通る。写真右側が「ソコラ」

ソコラ前 終日人通り絶えず

役割終えたと８月末閉鎖リサイクル

事 業 所
３ Ｒ の 原 点 に 帰 っ て 再 考 を

小金井市議会は８月４日、建設環境委

員会（斎藤康夫委員長）を開催し、８月末

で閉鎖となるリサイクル事業所継続を求

める陳情書の審査を行った。採決の結果、

賛成３（みらい、共産、こがおも）反対４（自

民２、公明、改革）で不採択となった。

リサイクル事業所の役割は終わった？

市ごみ対策課の説明は以下の通り。①

民間業者やネット等での個人売買の増加

によりリサイクル事業所の役割は終わっ

た（以下「終わった論」）②新庁舎・

（仮称）新福祉会館の建設工事に伴い安

全確保ができない③今後は2022年４月稼

働予定の二枚橋に建設する清掃関連施設

でリユース品を展示する。ただし、「普

及啓発」が主目的で、販売は年数回のイ

ベントのみ④１年半程度は同施設がなく

なるが、その間の代替施設の検討はして

いない。

清掃関連施設再配置とは

なお、18年３月策定の清掃関連施設整

備基本計画によれば、二枚橋焼却場跡地

で主に不燃・粗大ごみ処理を、貫井北町

の中間処理場で主にプラスチックや資源

ごみの処理を行う予定となっている。

市は３Ｒ推進を堅持せよ

委員らは「３Ｒ（リデュース・リユー

ス・リサイクル）推進に逆行している。

代替地の検討を」「展示品の売れ残りが

ごみになるのでは」「高齢者の働く場と

しても重要」など反対意見を述べたが、

「終わった論」に固執する市当局からは

前向きな回答はなかった。民間業者への

働きかけも代替地の検討もしておらず、

何の工夫もする気がないという姿勢だ。

しかし公営と民営のリサイクル事業が並

び立つことがダメというのは説得力に乏

しい。何なら公設民営もあり得るのでは

ないか。

ことは市長の公約や政治的ポリシーに

も関わる案件だけに、３Ｒ推進という原

点に帰っての再考が求められている。

所狭しとリユース品が並ぶ入口。室内には

食器などの小物が多数展示されている

北沢産業株式会社


